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学会名称:第 10回日中形成外科学会

学会テーマ:組織工学および形成外科の最前線

日本側代表者:上石 弘(近畿大学医学部教授)

中国側代表者:Lu Kai-hua (第4軍医大学教授、西安市)

学会報告(近畿大学医学部形成外科助教授磯貝典孝)

平成 11年 10月21日より 23日までの 3日間に 114題(特別講演 5題、パ

ネル 31題、一般講演 55題、ポスター22題)からなる学術集会を滞り無く終了

することができました。

学会会場は、大阪の南、関西国際空港に隣接するりんくう国際会議場・全日

空ゲートタワーホテルといたしました。学会会費は、日本人参加者は、参加費

3万円をお支払い頂き、中国人参加者は、 6千円といたしました。機械展示は 1

0月22日 (9時から 17時)および 1 0月 23日 (9時から 12時)の間

執り行いました。また、 1 0月22日(金) 1 8 : 4 0より総合懇親会を行

い、参加者の交流をはかりました。

今回の学術集会では、本格的な同時通訳(サイマル)を取り入れ、広く学会

参加者の皆様に討論して頂くことを目指しました。特別講演では、マイクロサ

ージエリーの最先端を波利井教授にご紹介頂き、また、小児形成外科の新しい

治療法や考え方を Dr.Uptonに分かり易く話して頂き、参加者に感銘を与えて

いただきました。今回の企画が、今後の本学会の発展と日中両国の友好につな

がるものと確信いたします。特に、波利井教授のご講演のレベルは、極めて高

く、おおくの参加者にとって勉強になりました。また、 Dr.Uptonの講義では、

比較的治療方法の分かり易い病気の説明始まり、次第に、困難な症例の治療法

の紹介がなされ、世界レベルの治療結果には、会場のおおくの形成外科医が深

い感銘を受けました。

このたびの第 10同日中形成外科学会では、組織委員を日本・中国全国の主

要な大学の形成外科教授にお引き受け頂き、幅広く発表を募集致しました。そ

の結果、本年度の日中形成外科学会には、中国側より過去最多の参加申し込み

があり、また、日本側も全国より多数の演題が発表されました。
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さて、今年度の学会期間中には、日中形成外科学会における言語や経済的不平

等などの諸問題につきまして、中国側と話し合いの場を設け、今後の対応など

についてご意見を頂きました。(組織委員会、 1 0月22日(金) 1 2 : 1 

0"'-'13:00、ゲートタワーホテル (53階翼の間)。

1.言語の問題について

これまでの過去 10年間、共通の言語に基づく討論がされていない状況が続い

て参りました。本年度は、サイマルと事務局間において、数度にわたる会議を

開きました。あらかじめ発表抄録を基に、発表内容を通訳し易くするとともに、

学会前日に発表者の 1人1人と通訳者の間で、内容の確認および質疑応答につ

いての確認がなされました。このため、本会議では、極めて内容のある通訳が

なされ、この結果、意味のある討論が数多くなされえました。この同時通訳の

試みは、特に中国側に好評であり、日本一中国間の治療の差がよく理解できた

ようです。本年度に見習い、来年度も同時通訳が導入されることとなりました。

2.経済的援助について

これまで日本において本学会が開催される場合、 20名分の往復旅費およ 40

名分の宿泊代と食費が中国側に準備されていました(経費は、約 300"'-'350万

円)。しかし、近年、日本経済の衰退とともに、募金活動が困難となってきて

おります。この点を、中国側にご了解頂き、今後は、日本側と中国側の代表者

間で話し合いの場を持ち、日本側援助金の金額を決定することが了解されまし

た。

3.査証の取得について

今年度は、当初、 63名の中国側参加者を予定していました。しかし、査証手

続きにおいて問題が生じ、中国側から 44名のみが来日しました。これまでの日

本側担当大学にお尋ねすると、毎回、同じ問題が生じてきたことがわかりまし

た。準備をする日本側にとって、査証が取得できる人数が最後までわからない

ことは、学会運営上、極めて不利であり、また、直前の変更による経費もかな

り多額となりました。そこで、中国側に対して、今後査証の取得方法を予め検

討して頂き、学会運営が円滑にできるよう、早期の査証獲得に努力して欲しい

旨要請がなされました。

成果

本学術集会を開催してみて初めて、 2国間の考え方の違いや、治療方針の違い

が理解できました。トラフルが発生しても、お互いの立場を尊重しあいながら、
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合理的判断に基づく解決がなされました。学会の討論では、世界レベルでの討

論が展開され、極めて有意義な学会となりました。また、参加者間の交流も一

層深まり、本学会を通して、日本、中国の形成外科医が多くを学び合うことが

でえた意味深い学会となりました。また、学会開催後、多くの大学より本学会

の運営方法と学術交流について高い評価を頂いております。

本学会の準備から開催まで、寄せられました暖かいお言葉と惜しみないご協

力により、盛大ですばらしい学会となりました。心よりお礼申し上げます。収

支決算書を添えてご報告申しあげます。
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第 10回日中形成外科学会 日程および注意事項
中国から参加する皆様へ

1999年 10月21日

日程:

1 0月21日(木)

14時 05分 関西国際空港着 (CA921便)

15時 オリエンテーション (4F、真珠の間)。その後、

ホテルcheck-泊。

15時""1 7時 ポスター発表者は、掲示を済ませる (6F) 

18時~ りんくう国際会議場 (6F)に集合。学会受付にて抄録、

名札を受け取る。

18時""19時夕食 (53F、翼の間)。

20時""21時学会講演 会 (6F) 

1 0月22日(金)

07時""08時 朝食 (4F、鳳の間)

08時 30分 学会参加(終日、 6F)。受付にて同時通訳用

レシーパーを受け取る。

12時 10分 Luncheonセミナー (6F)。組織委員の方は、

組織委員会 (53F、翼の間)に参加する。

17時 40分 ワインとテナーの夕べ (4F、鳳の間)

18時 40分 総合懇親会 (4F、鳳の間)

20時""21時 学会講演会 (6F) 

21時""22時 日中代表者会議 (4F、高砂の間)

1 0月23日(土)

07時""08時朝食 (4F、真珠の間)

午前中 学会参加

12時 学会終了

午後より自由行動


